
第４０８回白石市議会定例会提出議案件名一覧

番 号 件 名

第 １ 号議案 固定資産評価審査委員会委員の選任について

第 ２ 号議案 宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及

び宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について

第 ３ 号議案 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で設置

する地方公共団体の数の減少及び宮城県市町村等非常勤職員公務災

害補償等認定委員会共同設置規約の変更について

第 ４ 号議案 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置する

地方公共団体の数の減少及び宮城県市町村等非常勤職員公務災害補

償等審査会共同設置規約の変更について

第 ５ 号議案 物品購入契約の締結について

第 ６ 号議案 白石市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第 ７ 号議案 白石市中小企業振興基本条例

第 ８ 号議案 白石市公共物管理条例の一部を改正する条例

第 ９ 号議案 白石市道路占用料条例の一部を改正する条例

第１０号議案 白石市都市公園条例の一部を改正する条例

第１１号議案 白石市材木岩公園等設置条例の一部を改正する条例

第１２号議案 白石市新型インフルエンザ等対策本部条例

第１３号議案 白石市社会教育委員の設置に関する条例の一部を改正する条例

第１４号議案 平成２５年度白石市一般会計補正予算（第６号）

第１５号議案 平成２５年度白石市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

第１６号議案 平成２５年度白石市介護保険特別会計補正予算（第３号）

第１７号議案 平成２５年度白石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

第１８号議案 平成２５年度白石市水道事業会計補正予算（第４号）



第１９号議案 平成２５年度白石市下水道事業会計補正予算（第４号）

第２０号議案 平成２６年度白石市一般会計予算

第２１号議案 平成２６年度白石市国民健康保険特別会計予算

第２２号議案 平成２６年度白石市介護保険特別会計予算

第２３号議案 平成２６年度白石市後期高齢者医療特別会計予算

第２４号議案 平成２６年度白石市水道事業会計予算

第２５号議案 平成２６年度白石市下水道事業会計予算



（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

15,511,289 △ 262,651 15,248,638

国 民 健 康 保 険 4,541,791 17,209 4,559,000

介 護 保 険 3,315,211 △ 22,925 3,292,286

後 期 高 齢 者 医 療 410,119 △ 35,119 375,000

計 8,267,121 △ 40,835 8,226,286

23,778,410 △ 303,486 23,474,924

企業会計 （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

1,256,635 △ 16,157 1,240,478

1,906,278 197,397 2,103,675

※企業会計は収益的支出＋資本的支出

２月補正の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金額

会　　計　　名

事業名

事業費確定等による減額補正が主である。

合　　　　　　計

下 水 道 事 業 会 計

平成２５年度　平成２６年２月補正予算概要

会　　計　　名

　　　　　一　般　会　計

特

別

会

計

水 道 事 業 会 計



（単位：千円）

　　　　　区　分 平成26年度 平成25年度 現計予算額

会　計　別 　　　　（Ａ） 当初予算（Ｂ） 12月補正（Ｃ） 　（Ａ）－（Ｂ） 　増減率（％） 　（Ａ）－（Ｃ） 　増減率（％）

一般会計 15,132,059 13,906,026 15,511,289 1,226,033 8.8 △ 379,230 △ 2.4

特別会計

国民健康保険 4,140,000 4,109,990 4,541,791 30,010 0.7 △ 401,791 △ 8.8

介護保険 3,448,364 3,235,348 3,315,211 213,016 6.6 133,153 4.0

後期高齢者医療 421,319 394,950 410,119 26,369 6.7 11,200 2.7

特 別 会 計 計 8,009,683 7,740,288 8,267,121 269,395 3.5 △ 257,438 △ 3.1

合 計 23,141,742 21,646,314 23,778,410 1,495,428 6.9 △ 636,668 △ 2.7

企業会計

水道事業会計 1,314,209 1,225,240 1,256,635 88,969 7.3 57,574 4.6

下水道事業会計 2,352,461 1,652,802 1,906,278 699,659 42.3 446,183 23.4

注：企業会計については収益的支出＋資本的支出額

平成26年度一般会計・特別会計等予算総括表

比 較 増 減



平成２６年度当初予算の主要事業

一　般　会　計
（単位：千円）

事 業 名 金 額

子育て支援と学校教育の充実

・小学生学力調査 2,189

・学校給食センター用地取得 36,000

・新たな民間保育園整備の支援 114,857

・児童館・放課後児童クラブ運営事業 36,837

交流拠点都市づくり

・花と緑のまちづくり事業 2,397

・市制施行６０周年記念事業 7,100

産業振興の推進

・企業立地優遇制度 155,326

・震災復興割増商品券発行事業 21,800

防災のまちづくり

・防災拠点施設再生可能エネルギー導入事業 139,968

・防災備蓄品等の計画的整備 10,120

放射能対策 189,482

都市基盤の整備

・白石蔵王駅東口駐車場整備事業 5,940

・市道改良整備事業 187,250



［別紙１］
平成２６年２月議会 記者会見資料

平成２６年度当初予算関係

子育て支援と学校教育の充実

○小学生学力調査

担当：教育委員会学校教育課

文部科学省では、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改

善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に

役立てるため、平成１９年度から全国的に子ども達の学力状況を把握する「全国学力

・学習状況調査」を行っています。

本市の全国学力テストの結果は、小中学校ともに国・県の平均を下回る結果となっ

ており、学力向上を図るためには小学校入学後できるだけ早い段階で各児童の学力を

把握することが重要であると考えています。

本市では、今年度より小中学生の学力向上を一層図るため、小学校全児童を対象と

した市独自の学力テストを年２回実施し、子ども一人ひとりの学力を正しく捉え、学

習状況の改善を図ります。

○事業概要

１ 実施時期

１学期（春）及び２学期（秋）

２ 対象

小学１年生から６年生の全児童（ただし１学期は小学１年生を除く）

３ 実施科目

国語、算数

［歳出］ １０款 教育費 １項 教育総務費 ３目 教育振興費

３事業 一般管理的経費

１３節 委託費

小学校学力調査業務委託料 ２，１８９千円



○学校給食センター用地の取得

担当：教育委員会学校教育課

学校給食センターの移転新築に関しては、現在の本市学校給食センターの課題であ

ります食物アレルギーへの対応、施設の老朽化及び施設規模の縮小に対応するため、

昨年末、学校給食センター新設に関する基本設計に着手したところです。

今回の用地取得により、平成２６年度中に土地の引渡を受け、公募型プロポーザル

方式による委託業者の選定を行い、建物の建設を進め、平成２７年８月の供用開始を

目指します。

○取得用地の概要

１ 所在 白石市大平中目字北屋敷前７８－２

２ 地目 宅地

３ 地積 ３，３４２．３６㎡

［歳出］ １０款 教育費 ６項 保健体育費 ４目 学校給食センター

３事業 学校給食センター整備事業

１７節 公有財産購入費

土地購入費 ３６，０００千円



○民間保育園整備の支援

担当：民生部子ども家庭課

今日の保育では、核家族化の進行、共働き世帯の増加、長時間労働などにより、０

歳児保育などの低年齢児保育や延長保育を希望する保護者が増えており、多様化する

保育ニーズへの対応が求められています。

平成２３年１１月に策定した「市立保育園の民営化方針」では 「市は、民間事業、

者の活力を導入した保育環境の充実と効率的な保育園運営を図るべきである 」と方。

針を定め、昨年４月には東保育園に代わる「白石はるかぜ保育園」が開園しました。

現在の西保育園は、昭和４４年１０月に開園されてから４４年が経過しており、老

、 。朽化が進んでいることから 早急に建て替えなどの施設整備が必要となっております

昨年１０月から西保育園に代わる新たな保育園を運営する事業者を募集し、保護者

代表、子育て関係団体代表、市立保育園代表、学識経験者などからなる「事業者選考

」 、 （ ） （ ）委員会 で審査したところ 去る１月３０日に 仮称 社会福祉法人星王 せいおう

会が設置・運営事業者に選定されました。これを受け、市は西保育園に代わる２か所

目の民間保育園の整備を支援し、市民が安心して子どもを生み育て、心やすらかに暮

らせるまちづくりを推進します。

新保育園の概要

１ 名 称 （仮称）遊びの森

２ 事 業 者 （仮称）社会福祉法人星王（せいおう）会

理事長 風間 文静

白石市字沢目２１－１

３ 設 置 場 所 白石市大川町４－３他 地内

４ 用 地 面 積 ２，３７５㎡

５ 定 員 計 画 ９０人（０歳児保育実施）

６ 開園予定日 平成２７年４月１日

［歳入］ 県支出金

子育て支援対策臨時特例基金特別対策事業費補助金１０２，０９５千円

［歳出］ ３款 民生費 ２項 児童福祉費 ４目 保育園費

２事業 保育園運営事業

１９節 負担金補助及び交付金

保育園整備事業費補助金 １１４，８５７千円



○児童館・放課後児童クラブ運営事業

担当：民生部子ども家庭課

児童館・放課後児童クラブは、近年の厳しい経済・雇用情勢の影響による就労形態

変化などにより、利用者から学校課業日は夕方の開所時間延長、長期休暇中は朝の開

設時間繰り上げ等の要望が出されております。

このような状況にあるため、平成２４年９月以降、市では保護者の方などからご意

見を聴く機会を設け、昨年２月に保護者の代表者や学識経験者、児童福祉関係者等で

構成する「白石市児童館・放課後児童クラブのあり方検討委員会」を設置し、協議を

重ねた結果 「開設時間の延長など、より一層のサービス向上を図ることと、各放課、

後児童クラブの運営体制の充実と平準化を図ること」との報告を受けました。

検討を重ねた結果、限られた財源を効果的に活用しながら利用者ニーズに応えたサ

ービス提供を図るため、平成２６年４月から児童館及び放課後児童クラブの運営を民

間事業者に委託することとし、昨年１０月の事業者募集から選考を経て、今年２月４

日に運営事業者が決定しました。

また、平成２３年４月に開設した大平放課後児童クラブに加え、本年４月開設予定

の福岡放課後児童クラブは、いずれも地区住民により組織された放課後児童クラブで

あり、運営経費の助成により、次世代を担う児童の健全育成を支援します。

業務委託の概要

１ 委託事業者 ＮＰＯ法人 ＦＯＲ ＹＯＵ にこにこの家

理事長 小岩 孝子

仙台市太白区四郎丸字神明１６－２

２ 委託する施設名

(1) 児童館運営事業

第一児童館及び第二児童館

(2) 放課後児童クラブ事業

第一児童館放課後児童クラブ、第二児童館放課後児童クラブ、第一小学校放

課後児童クラブ及び第二小学校放課後児童クラブ

［歳入］ 県補助金

放課後児童対策事業費補助金 ９，０９０千円

分担金及び負担金

放課後児童クラブ利用料 ６，１２０千円

［歳出］ ３款 民生費 ２項 児童福祉費 ５目 児童館費

３事業 放課後児童健全育成事業

１３節 委託料

児童館・放課後児童クラブ運営業務委託料 ３２，１３３千円

１９節 負担金補助及び交付金

放課後児童クラブ補助金 ４，７０４千円



［別紙２］
平成２６年２月議会 記者会見資料

平成２６年度当初予算関係

交流拠点都市づくり

○花と緑のまちづくり事業

担当：総務部企画情報課

建設部都市整備課

第五次総合計画の目標のひとつであります「市民が主役になって地域をつくり、交

流を楽しむまち」実現に向けて、地域の方との協働による花と緑づくりを進めるため

に公園整地や観光客の往来がある広場などへの花や緑を育てる環境作りに取り組みま

す。これらの取り組みは「花と緑のマップ」や広報しろいしなどで紹介し、花と緑に

興味がある方々の交流推進につなげます。

これらの取り組みを通じて白石の魅力を増やし、交流人口の増加を図るとともに、

白石に住む人にとっては安らぎある空間の創出と協働による交流の推進、おもてなし

の心の醸成を図ります。

主な事業概要

１ 鷹巣第５公園盛土工事

２ 広場等ポイント緑化

３ 花と緑のマップ作成

４ 緑が丘第１公園白ツツジ植栽

５ ガーデニング等に取り組んでいる個人や団体などの情報収集

[歳出] ２款 総務費 １項 総務管理費 ７目 企画費

３事業及び４事業 花と緑のまちづくり事業

１１節 需用費 １，３４３千円

１５節 工事請負費

公園施設改良工事 １，０００千円

１９節 負担金補助及び交付金

水道加入金 ５４千円



○市制施行６０周年記念事業

担当：総務部総務課

白石市は、昭和２９年４月１日に旧白石町、越河村、斎川村、大平村、大鷹沢村、

、 、 。 、白川村 福岡村の１町６村が合併し 仙南地域で初めて市制を施行しました その後

昭和３２年３月に小原村が加わり、現在の姿となっております。

市制施行６０年の節目の年を迎えるに当たり、市民の皆様とともにこれを祝し、未

来に向け白石市の限りない創造と発展を目指すため、各種記念事業を実施します。

(単位：千円)平成２６年度 市制施行６０周年記念事業

事業名 事業概要 所管課 歳出予算科目 事業費

市制施行６０周 記念式典及び記念祝賀会の開催 総務課 ６４０２款 総務費

総務管理費年記念式典の開 開催予定月:平成26年10月 １項

一般管理費催 開催場所：ホワイトキューブ １目

花と緑のまちづ 鷹巣第５公園盛土工事、広場等 企画情報課 ２，３９７、２款 総務費

総務管理費くり事業 ポイント緑化、緑が丘第１公園 都市整備課 １項

７目 企画費白ツツジ植栽、花と緑のマップ

作成など

鬼小十郎まつり 平成26年10月に開催予定の「第 企画情報課 ２，７６３２款 総務費

総務管理費映像制作事業 ７回鬼小十郎まつり」の模様を １項

７目 企画費中心に鬼小十郎まつりに関する

歴史資源等を加えた映像作品を

。制作･放映し本市のＰＲを行う

新竹市との交流 観光物産、産業経済、教育文化 総務課 １，２００２款 総務費

総務管理費促進 など幅広い分野での人的交流を １項

国際交流費図るため、台湾新竹市への市民 14目

団訪問を支援する。

白石ＣＭ公募事 元気な市町村を応援する東日本 商工観光課 １００７款 商工費

１項 商工費業 放送主催の「みやぎふるさとＣ

４目 観光費Ｍ大賞」に応募する作品を公募

し、観光、物産、歴史など本市

の魅力や素晴らしさを広くＰＲ

することで地域の活性化を図

る。

合 計 ７，１００



［別紙３］
平成２６年２月議会 記者会見資料

平成２６年度当初予算関係

産業振興の推進

○企業立地優遇制度

担当：産業部企業立地推進課

企業誘致については 「企業立地投資奨励金」などの各種優遇制度や交通インフラ、

など企業立地環境の積極的なＰＲに努め、白石インター工業団地に防犯・防災関連機

器製造業のセコム工業（株）と日用品卸売企業の（株）Ｐａｌｔａｃが工場等を新築

しました。また、天王工業団地には住宅基礎鉄筋製造業のメークス（株）が東北工場

を新築し、昨年１０月末から操業を開始しております。この他にも電池パック製造業

のトーカドエナジー（株）が平成２４年４月に白石工場を改築しました。

これら企業への各種企業立地優遇制度などを通じ、雇用の確保及び市民所得の向上

を図り、定住人口の確保に努めます。

１ 企業立地投資奨励金

企業立地投資奨励金は、市内に工場などの新設または増設した際、新設または増

設に要した投下固定資産（土地・家屋・償却資産）の取得価格の１０％相当額を交

付するものです。

(1) セコム工業株式会社 新本社工場新築（平成２４年１２月３日事業開始）

交付額 ６０，０００千円（総交付予定額３００，０００千円を５年分割）

(2) トーカドエナジー株式会社 白石工場改築（平成２４年４月２日事業開始）

交付額 ２１，０００千円（総交付予定額１０５，８８３千円を５年分割）

(3) 株式会社Ｐａｌｔａｃ ＲＤＣ宮城(大規模最先端物流センター)新築（平成

２５年９月３０日事業開始）

交付額 ６０，０００千円（総交付予定額３００，０００千円を５年分割）

(4) メークス株式会社 東北工場新築（平成２５年１０月３１日事業開始）

交付額 １１，１７９千円（総交付予定額５５，１７９千円を５年分割）



２ 企業立地雇用促進奨励金

企業立地雇用促進奨励金は、事業開始から３年までの間に白石市民を常用雇用者

として新規に採用した場合、１人につき２０万円を交付するものです。

株式会社Ｐａｌｔａｃ 交付額 １，０００千円

３ 企業立地奨励金

企業立地奨励金は、市内に工場などの新設または増設した際、新設または増設に

に要した投下固定資産（土地・家屋・償却資産）に係る固定資産税・都市計画税に

相当する額を交付するものです。

(1) セコム工業株式会社 新本社工場新築（平成２４年１２月３日事業開始）

交付額 ２，０６１千円

(2) トーカドエナジー株式会社 白石工場改築（平成２４年４月２日事業開始）

交付額 ８６千円

[歳出] ７款 商工費 １項 商工費 ３目 企業立地推進費

２事業 一般管理的経費

1９節 負担金補助及び交付金

企業立地投資奨励金 １５２，１７９千円

企業立地雇用促進奨励金 １，０００千円

企業立地奨励金 ２，１４７千円



○震災復興割増商品券発行事業

担当：産業部商工観光課

東日本大震災は、事業者のみならず多くの市民に甚大な被害をもたらしました。さ

らに、震災前から続く不況の影響と原発事故による風評被害が重なったことから消費

が低迷しており、経済の窓口となる小売店などの経営は深刻な状況にあります。

このような中、地域経済の循環を回復することが急務であることから、平成２３年

度に交付を受けた宮城県震災復興基金交付金を原資とした東日本大震災復興基金を活

用し 「白石城下２割得盛商品券」と「２割増飲食券」の発行事業に対する助成を行、

い、消費の喚起を図るとともに市民生活の向上と事業者の復興を支援します。

１ 事業概要

２割得盛商品券 ２割増飲食券

事業期間 平成２４年度～２７年度 平成２６年度～２７年度

額 面 １２，０００円 ３，６００円

（５００円×２４枚） （３００円×１２枚）

「小規模事業所専用券」１２枚

「全店共通券」１２枚

販 売 額 １０，０００円 ３，０００円

発行部数 １０，０００セット ３，０００セット

使用店等 小売店等約２００店 飲食店等４０店

使用期間 ７月中旬～１月上旬 １１月中旬～１月下旬

補助金額 ２０，０００千円 １，８００千円

２ 事業主体：白石商工会議所

[歳入] 繰入金

東日本大震災復興基金繰入金 ２１，８００千円

[歳出] ７款 商工費 １項 商工費 ２目 商工業振興費

７事業 復興支援商品券発行事業

１９節 負担金補助及び交付金

震災復興支援割増商品券発行助成金 ２１，８００千円



［別紙４］
平成２６年２月議会 記者会見資料

平成２６年度当初予算関係

防災のまちづくり

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災を踏まえ、指定避難所である地区公

民館の電力の確保が重要な課題であることから、自立運転可能な太陽光発電設備及び

蓄電池を導入し、停電時にも最低限の避難生活が確保できるようにします。

○防災拠点施設再生可能エネルギー導入事業

担当：民生部生活環境課

地区公民館の防災拠点施設としての整備について、平成２５年度は太陽光発電パネ

ルと蓄電池を設置するための調査を行いました。調査の結果、白川及び小原公民館は

建物の構造上太陽光発電パネルを設置することができなかったため、ガス発電システ

ムを設置しました。残る６つの公民館は、国のグリーンニューディール基金を活用し

て平成２６年度に太陽光発電パネルと蓄電池を整備し、地域の核となる避難所として

の機能強化を図ります。

○事業概要

太陽光発電パネル及び蓄電池の設置

１ 設置場所：越河、斎川、大平、大鷹沢、福岡、深谷公民館

２ 導入設備：１施設当たり 太陽光発電パネル２０枚５Kw、リチウムイオン蓄

電池１基５．５Kwh（キロワットアワー）

[歳入] 県支出金

再生可能エネルギー等導入補助金 １３９，９６８千円

[歳出] ９款 消防費 １項 消防費 ５目 防災費

５事業 防災拠点再生可能エネルギー導入事業

１３節 委託料

測量設計等委託料 ５，１８４千円

１５節 工事請負費

公民館再生可能エネルギー導入工事 １３４，７８４千円



○防災備蓄品等の計画的購入

担当：民生部生活環境課

東日本大震災では、市内全世帯が停電し、市北部の一部を除く約9,000戸が断水し

たほか、一部損壊を含めて約2,700棟の家屋が被害を受けたため、最大23カ所に避難

所を開設し、1,910名の方が避難しました。

、（ ） 、 （ ）避難物資については 株 セブンイレブンジャパン みやぎ生活協同組合及び 株

ヨークベニマルと災害時における応急生活物資の供給協力等に関する協定を締結して

おりますが、応急生活物資が到着するまでの間や災害が大規模になり物資の供給に時

間が掛かる場合などに備えて、食糧は6,000食分、飲料水は500ミリリットルのペット

ボトル18,000本を平成２５年度から５年間掛けて計画的に備蓄を進めております。

また、避難所での最低限の生活機能を確保するため、指定避難所へのＬＥＤ照明の

配備や着替えなどに活用できる防災用テント、簡易トイレなどを整備し、防災・減災

のまちづくりに取り組んでいきます。

[歳入] 繰入金

東日本大震災復興基金繰入金 ２，７９７千円

[歳出] ９款 消防費 １項 消防費 ５目 防災費

５事業 防災拠点再生可能エネルギー導入

１１節 需用費

消耗品費 ２，７９８千円

１８節 備品購入費 ７，３２２千円



［別紙５］
平成２６年２月議会 記者会見資料

平成２６年度当初予算関係

放射能対策事業

担当：民生部放射能対策室

福島第一原子力発電所事故に起因する放射性物質の拡散による市民の不安を軽減

し、安心・安全な生活を取り戻すための事業です。

引き続き空間放射線量の測定及び食品等の放射能測定を実施し、結果を公開してい

くことにより放射能汚染への市民の不安を払拭していきます。

平成２６年度は、白石市除染実施計画に基づき、除染実施対象区域内の民有地等の

、 、除染作業に取り組み 原発事故前の安心・安全な生活環境を一刻も早く取り戻すため

放射線量の低減化を図ります。

さらに、焼却灰の収集・保管についても、引き続き地域住民のご理解をいただきな

がら、各地区毎の仮置場設置に努めるとともに、仮置場設置に合意できた地区から順

次収集・保管を行います。

[歳入] 国庫補助金

放射線量低減対策緊急事業補助金 １４６，７５２千円

国庫委託金

指定廃棄物保管業務委託金 １７，２３９千円

県補助金

震災等緊急雇用対応事業補助金 １２，１０６千円

消費生活活性化事業補助金 ８７５千円

諸収入

臨時職員等社会保険料本人負担分 ９１８千円

臨時職員等雇用保険料本人負担分 ３０千円

[歳出] ４款 衛生費 １項 保健衛生費 １２目 放射能対策費

３事業 放射能対策事業 １４，１２８千円

４事業 放射線量低減対策事業 １４７，１８３千円

５事業 放射能汚染対策事業 ２８，１７１千円



［別紙６］
平成２６年２月議会 記者会見資料

平成２６年度当初予算関係

都市基盤の整備

○白石蔵王駅東口駐車場整備事業

担当：建設部都市整備課

白石蔵王駅駐車場は、駅前広場の効率的な活用及び利用者の利便性向上のため、平

成１４年度に駅西口及び東口広場を利用して駐車場整備を行いました。

当駅は、通勤時の利用はもとより、近年では、デスティネーションキャンペーンに

よる観光客の増加など、東北圏の拠点として市内外の多く方が利用し、特に自家用車

などの利用者が増加傾向にあります。しかし、駐車場の駐車台数は限られており、特

に、土曜日や日曜日、祝日は早朝から満車状態になり、利用者には不便を来している

現状から、苦情なども寄せられております。

つきましては、白石蔵王駅利用者の利便性向上を図り、白石蔵王駅前広場の適正な

利用を促進するため、白石蔵王駅東口駐車場の拡張工事を実施します。

(単位：台)白石蔵王駅駐車場の駐車台数

西 口 東 口 合 計

現状 １０７ ４１ １４８

拡張後 １０７ ５６ １６３

増減 ０ １５ １５

○工事概要

白石蔵王駅東口駐車場整備工事

駐車場増設工 １５台増設

［歳出］ ８款 土木費 ４項 都市計画費 ４目 駐車場管理費

２駐車場管理費

１５節 工事請負費

白石蔵王駅東口駐車場整備工事 ５，９４０千円



○市道改良整備事業

担当：建設部建設課

道路利用者が安全・安心に通行できるように、幅員の狭い道路の拡幅や舗装修繕な

ど実施します。中でも市道桜小路線は、白石中学校及び白石高等学校の通学路として

歩行者の通行も多い重要な路線でありますが、136ｍの区間は歩道が設置されていな

いため、歩行者の安全確保に支障を来しています。

そのため、2.5mの歩道を設置し、併せて車道を拡幅することにより、道路利用者の

安全を確保し社会基盤の向上を図ります。

○事業概要

１ 市道改良整備事業

(1) 改良工事

市道佐久来２号線側溝改修工事外８路線

(2) 舗装工事

市道平成５号線・８号線舗装新設工事外９路線

２ 地方道路整備事業

(1) 市道桜小路線道路改良事業

施工延長１３６ｍ、幅員９．５ｍ（車道７．０ｍ＋歩道２．５ｍ）

(2) 市道明兵田通り線道路改良事業

全体計画延長９６０ｍ、幅員５．０ｍ（うち車道５．０ｍ）

平成２６年度施工延長３８０ｍ

(3) 市道鎌先１号線道路改良事業

全体計画延長９６０ｍ、幅員５．０ｍ（うち車道５．０ｍ）

平成２６年度施工延長３２０ｍ

［歳入］ 国庫支出金

社会資本整備総合交付金 ４４，０００千円

防災・安全社会資本整備総合交付金 １６，５００千円

繰入金

地域の元気臨時交付金基金繰入金 ２０，０００千円

地方債

地方道路整備事業債 ４５，６００千円

［歳出］８款 土木費 ２項 道路橋梁費 ３目 道路新設改良費

２事業 市道改良整備事業

１５節 工事請負費 ７７，１００千円

８款 土木費 ２項 道路橋梁費 ５目 地方道路整備事業費

２事業 交付金事業事業

１５節 工事請負費 １０９，１５０千円

２２節 補償、補填及び賠償金

物件移転補償金 １，０００千円
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